













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































八（88）の163-165は、本文八の「51 3 1 5.通記」に、裏書九の166168は、本文九の「51 3 1-
2.菩薩記Jに、裏書十ーの169183は、本文十ーの「51 4 2.増上慢」に、裏書十（89）の184・






























摘されるが如く、湛容 (12711346）撰『華厳演義紗纂釈』三上第三（T57,237ab ・ S47 7. 























































































2017 「流布本『妙法蓮華経優波提舎』考J『宗教研究』 90（別冊） : 306-307. 
金煩坤・桑名法晃
2014 「義寂釈義一撰『法華経論述記』の文献学的研究 (1）」『身延山大学仏教学部紀要』 15:19 
43. 
金天鶴
2012 「金沢文庫所蔵、円弘の『妙法蓮華経論子注』について」『印仏研』 60( 2）・ 712719. 
2015 f平安期華厳思想の研究：東アジア華厳思想の視座より』山喜房偽書林．
桑谷祐顕



















( 1 ) 詳しくは次の通りである。 110 存 (10紙）、 11：欠、 12ab：欠（ここに白紙一枚）、 12cd：存（2 




























































































































































(75) 『文句記』巻第一下に「悌道有令他之言。且云利他。麿化有愛起之義。 E云垂主主。」（T34.166b21 
22）とある。
(76) 『伝全jには「私謂Jとあるが、身延文庫本には見当たらない。
(77) 『伝全jの頭注に「品疑剰」とある。
(78) 『文句』巻第一上に「開態化者翁雨。登地感化別敬聾開。登住感化国致事華問。関側道整問亦矯雨。
令他次第聞側道。是別教整問。令他不次第聞側道。即図書草問。」（T34,6a29 b3）とある。
(79) 『子注』と『三平等義』は一致するが、『法華論』の現行二訳とは異なる。
(80) 『伝全』には「経」とあるが、身延文庫本には「経」を欠く。
34 『三平等義jの成立に関する研究
(81) 『伝全Jには「也」とあるが、身延文庫本には「也」を欠く。
(82) 『子注J『三平等義』『法華論Jの現行留支訳は一致するが、現行摩提訳とは異なる。
(83) 「経」は「注」の誤り。『伝全』には「経」とあるが、身延文庫本には「注jとある。
(84) 『子注』『三平等義』（明らかな脱字を除く）『法華論Jの現行二訳がすべて一致する。
(85) 『伝全』の頭注に「至疑賓」とある。
(86) 「事」は「花」の誤り。『伝全』には「事」とあるが、身延文庫本には「花」とある。
(87) 「経」は「注」の誤り。『伝全Jには「経」とあるが、身延文庫本には「注」とある。
(88) 『伝全J『日蔵』ともにないが内容からして163の「問」の前に「八」を入るべきである。
(89) 『伝全Jにはないが『日蔵Jには「十」（NZ46,35b2）とある。
(90) 裏書に関しては、『伝全』所収本と身延文庫本とを比べてみると順不同であって著しく相違する。
一例を挙げれば、身延文庫本では本文の該当箇所に裏書が傍注で組み込まれている場合がある。つま
り、『伝全』所収本の本文中にも裏書が含まれている可能性があり、もちろんその逆の可能性も考えら
れる。それに、時代の変遷とともに第三者によって書き加えられていた可能性も排除できない。しか
し、筆者は実蔵坊本・真如蔵本を実見していないために、本文と裏書の本来の形がいかようであった
か、現時点では判断の仕様がない。
(91) 常盤（1930,351）に「惇数はその悌性義に於ては、言ふまでもなく、約位説・薫習説に立ちて、徳
ーの約種説・法爾説に封して、徹底的に之を糾弾せんとせるものにして、中に、現存せざる上都内供奉
三数談論大徳談延の「法華経七職三平等十無上述」の如き、唐の翻経沙門神防法師の「種性集」、唐の
法相宗沙門義寂・義ーの「法華論述記」の如きものを引誼し」とあるが、 021・097の解説において指摘
した「七日食の釈を有する資料」とは、談延の『法華経七除三平等十無上述』を指しているかも知れな
い。ちなみに、以下の資料では、該当文例が見当たらなかった。東大寺図書館所蔵『法花経七日食三平等
十無上抄』 (10381)、西大寺所蔵『七日食三平等十元上義（仮題）』（117）。
(92) 『華厳五教章纂釈』上巻第八（BZll,116a）にも『常騰注』の引用がみられるが、この文例は『子
注』には見当たらない。『子注』には見当たらない『常騰注』の逸文については、拙稿（2014,34 35) 
を参照されたい。
(93) 金天鶴博士は『華厳五教章指事』の成立年代について「『指事』は800年前後には著されていたと考
えるのが妥当であろう」（2015,35）とみている。
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円弘、常騰、最澄、円仁、証真、『妙法蓮華経論子注』、『法華疏私記』、七日食、身延文庫、
金沢文庫
